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　Zanthoxylum 　plant　fruit　 was 　tested『t）r　ils　 effect 　 on 　protein　digestion　by　pancreatin　and 　 was

f6und　to　supPress 　the　proteolytic　activity　of　pancreat正n 　by　about 　21−92％，　depending　on 　the

samp ｝es　used ．　 Zanthoxylum 　fruit　containcd 　various 　amount 　of 　Folin−Ciocalteau　reagent −positive
substances 　and 　those 　Zanthoxylum 　fruit　samples 　with 　higher　content 　of 　Folin−Ci  alteau 　positive
substances 　 wcre 　found　to　 suppres 笋 the　 proteo且ytic　 activity 　 morc 　 e伍 ciently ．　 Thus

，
　 a　 negative

cerrelation 　 was 　observed 　between　thc　remaining 　proteolytic　activity　o『pancrcatin　 and 　the　con −

tent　 of 　Folin−Ci  alteau 　reagent −pQsitive　substances ．　 Those　Zanthoxy 玉um 　fruit　samples 　with

ahigher 　Folin−Ciocalteau　reagent 　positive　substance 　content 　were 　fbund　to　contain 　more 　essen −

tial　 oils ．

　Keywords − stomachic 　 crude 　 drugs； Zanthoxylum　 fruit； pancreatin； trypsin； α一chymo −

trypsin；Folin−Ciocalteau　reagent ・positive　substances ；volatile　oil　from　zanthoxylum 　fruit

　サ ソ シ ョ ウ Zanthoxylum　Fruit ｝：，芳香性健胃薬と し て 粉末 で 胃腸薬に 配合 され，ま た ，香辛料 と し て 食 用 に 供

され る
一

方，漢方 で は 椒梅湯，大建中湯，当帰湯な どに 用 い られ る．

　サ ン シ ョ ウ は ，日本薬局方 に は 「Zanthoxylum　piperitutne　De 　CANDOLLE また は そ の 他同属植物 （Rutaeeaの の 成

熟 した果皮 で，果皮 か ら分離 した 種子を で きるだけ除い た もの 」 と規定され て い るP ．した が っ て ， 原植物に は サ ン

シ ョ ウ 以外に ア サ ク ラ ザ ソ シ ョ ウ
，

フ ユ ザ ン シ ョ ウ等も薬用 と し て 広 く生産， 使用 され る一
方 ， 近年中国産山椒 （

一

般 に 花椒と称され る） も市場 に 出回 り ， 需要 の 増大 と と も に 輸 入 量 も年 々 伸 びつ つ あ る
2）．花椒 は ，z ．　simulanre

HANCE を基源 と し ， 薬用あ るい は 食用 として 国産 サ ソ シ ョ ウ
3，

とほ ぼ同様に取 り扱わ れ る こ とが多い ．ま た ， 山 椒

とは異な る独特な芳香と辛味を有す る ため，山椒 よ りも良品とし て 扱わ れ る傾向さ えある．しか しな が ら，そ の 薬効，

成分 に つ い て は ま だ十分解 明 され て い な い ．

　す で に ，
ケ イ ヒ の 酵素活性に お よぼ す影響は ，

ケ ィ ヒ の 品質に よ り残存プ ロ テ アーゼ 活性値に 明 らか な差 が あ る こ

と を報告し た
O ．今 回，や は り芳 香 性健胃生 薬 と して 用 い られ る サ ン シ ョ ウに つ い て も同様の 検討を行 っ た ．山椒，

花椒，さ らに 犬山 椒等各種 の 試料を収集 し，パ ソ ク レ ァ チ ン な どの 酵素の た ん 白消化作用 に お よぼす影響を 調ぺ
， 活
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性 fllF〔と 試料 il，vこ ｛ll／iEす る フ t・リ ン 反応陽 性 物質 お よ び精 油 含 景 との 間 の 相 関 関 係 の 有無を 検討 し た ．さ ら に ，山 椒 と

化椒 と で こ の 相 関 関 係に 差 異 があ る か ど うか に つ い て も明 らか に し た の で 報告す る，

材料お よび方法

　実験材料

　サ ン シ ョ ウ 　供試 し た 試 料 を TABLE 　I に 小 し た ．試料 XX を除 い て ，すべ て 局丿i品 と し て 南販 され て い る もの

を 用 い た．各試料 の 乾燥減量 ， 灰 分 ， 酸不 溶性灰分，精油含量な どは J．P．　X 生薬試験法
5 ，

に よ り測定 し た ．な お，

試 料 は す べ て 粉 未 に し た の ち ，300μm の ふ る い で 篩過 し粒度 を均
一

に した．収穫年度は試料 XVH1 が 1978年 ，　 VL

VII，　Vlrl が 1979年 ，
【

，
III

，
　IX，　XV ，XX が 1981年，　 IJ，Y ，X ，XI，　XII ，

XIII，　XIV ，XVII が 1982年の もの ，　 IV，XIX

が 10年以上前 の 古 い もの とな っ て い る，

　性状 ：1〜IV は 中国産花椒 で ，果皮 の 多 くは 開裂 し，表 面 に 小 さ な突起 が 多 くみ られ，内果実は薄い ．種子は IV

以外は ほ とん どな く， あ っ て も極 め て 小 さ い ．果柄 も細 く短 い ．そ の 粉末は 1
，
II は 赤褐色 で あ るが，　 IH は 暗褐色，

IV は 暗紫褐色．また ，山椒 と は 明 らか に 異な る 特異 な芳香 と辛味を有す る．な お V は 和歌山産山椒で あ るが 1 の 花

椒に 形状，芳香等が酷似 して い る．XX は 韓国産犬山 椒で ， 果皮は 灰緑色 に 近 く，内果皮 は 薄 く，芳香は 特異 で 不快

臭 を 有す る ．ま た ，そ の 粉末は灰白色 で あ る，他の 試料 VI〜XIX は 日本薬局方サ ン シ ョ ウ （Z ．　piperitume）で，多

少果皮 の 大 きい もの （VI），小 さい も の （X ，　XI ），果皮 の 色 が や や 緑 色 を 帯 び て い る もの （IX，X ），開裂 の 少ない も

の （VII，　XV ，XVI ），外面突起 の 多 い もの （VI）な どがある，ま た ，種子 の 含量 比 が 50％ を 越 え る も の （XIV ，XVII）

もあ る ．そ の 粉末 の 色 も赤褐 色，暗紫褐 色 な ど多様 で あ っ た．さ らに ，芳香，辛味な ど も産地 ，ロ ッ ト等 に よ り差が

み られ た （TABLE 　I）．

　酵　素

　胃腸薬 に 繁用 され る パ ン ク レ ア チ ソ （岩 城 製薬），お よ び ト リ プ シ ソ （シ グマ 社，2 回 再 結 晶，牛 膵臓 12，　OOO

BAEE 　unitstmg ），α
一
キ モ ト リ プ シ ン （シ グマ 社，3回再結晶，牛膵臓 ，

46　units ／mg ）を用 い た・

TABLE 　I．　Ptioperties　of 　Zanthoxylum　Fruit

Sample　　 Placc　of 　origin

　　　 Puritジ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　Total　ash
Seeds　　　Peduncles　and 　　　　（％）
　　　　　 twigS （％）（％）

Acid−insoluble　　　 Volatile　oil

　ash （％）　 content （m11309 ）
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＊ Foreign　matter 　in　each 　sample 　were 　unless　O．1％
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　酵素 活 性 の 測 定

　
パ ア ク レ ア チ ン の た ん 白 消化1

’
「川 の il111Aiは ［ilivalrl〕

と同様 ， カ
．ビ イ ン

ー
ソ 11 丿 ン 法 と ヵ ッ ゾ 法 で 行 っ た，ま た， ト リ

ゾ ン ン お ，i．び rr・・キ 七 ト リ ブ シ ン の ゾ ロ テ ア ーゼ 活性 測 定 に は ・ζ ア ク レ ア チ ノ 溶 液 の か わ り に ト リ ゾ シ ア ，α
一
キ モ ト

リ　：ノ シ ノ ゾ）そ「2しそ 才LO ．OO2％ i
’
if液

．
を丿IIL・，　pH 　7，5　て・丙享染1反 ル已1を ti’り ！こ．

　 フ ォ リン 反応陽性物質の 測定

　 前報
4 ｝

の とお り行 っ た．

　精油成分の 抽出とガス ク ロ マ トグ ラフ ィ
ー

　精油成 分 の 抽出は ，試 料 粉 末 5g を 1！一ヘ キ サ ソ 25　ml で 24 時間 冷浸 後濾 過 し，試 料 液 と し た．

　 ガ ス ク 卩 マ ト グ ラ フ ィ
ー

の 条件 は 以下 の とお りで ある ．使 用 機器 ： 島津 GC −6A （F．　L　D ）．ヵ ラ ム ： 2％，　PEG −20

Mon 　ChromosoTb 　 W （AW −DMCS ） 100〜120 メ ッ シ ュ，3mm × 3m ．ヵ ラ ム 温度 ： 50°〜200°

（5P！分 昇温）．検出

器 温 度 ： 230°．試料気化室温度 ： 230D，レ ン ジ ： 2．　56　V ．感度： 103M Ω．試料液注 入 量 ： 3μL

　なお ，各 成分の 確認 は ， 試料液 と標品に つ い て 同
一

条件下 で の ガ ス ク ロ マ トグ ラ フ ィ
ーの 保持時 間 （tR）を比較す

．
る こ とに よ り行 っ た．

結 果

　1．　サ ン シ ョ ウによる パン ク レ アチ ン の た ん 白消化作用 へ の 影 響

　各種 サ ン シ ョ ウ に よ る パ ン ク レ ア チ ン の た ん 白消化作用 へ の 影響は TABLE 　II の と お りで あ る．各試料 の 添加に

よ る パ ン ク レ ア チ ン の た ん 白 消化力は ， カ ゼ イ ン
ーフ ォ リ ア 法 で 測定 し た 場合，対照 と比較 して 約 21．か ら 95％ の 広

い 範囲 で 濡性値 の 低 下 が 認 め られ た．ま た ，カ ッ プ 法 で は カ ゼ イ ン
ーフ ォ リ ン 法 よ り若

：F高 い 残存活性値を 示 し た が，

ほ ほ 同傾向の 活性低
一
ドが 確 認 され た．

τA8LE 　II．　日 fccts　of 　Zanthoxylum 　Fru｛ton 　Pro吐eolytiG　Activity　of 　Pancreatin

　　　　　and 　FoHn−Ciocalteau　Reagent−Posidve　Substances　ill　Samples

SampJea〕
Activity〔霧）

h｝

by　Casein−Folin　method

　 　 Folln曹Cioca】teau
Reagent−Positive　Substances

．by　Cup 　method Optical　density　at　660　nm

Control 100，0c，
．
100，0匚 ｝
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置 ， Fiye　mg 　of　crude 　drug　was 　added 　per　tube ．
b） Each 　value 　represents 　the　re匡ative　remaining 　activity （％）．
c ） Each　value 　represents 　the　average 　of　6　samples ．
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Fig，1．　Relationship　between　Proteolytic　ActMty 　of 　Pancreatin　and 　 Folin−Ciocalteau

　　　 Reagent−Positive　Substances　in　Zanthoxy ］um 　Fruit

Enzyme 　activity　was 　determined　by （a ）Case｛n−Folin　 mcthod 　and 　by（b）Cup 　 method ．

厂 P ；correlation 　coeMcient ．　Correlation　coeHicient 　I−V ；（a）　− 0．997
，　（b）　− 0、736・　VI−

XIX ；（a ）− 0．962，（b）− 0．759．

　2．　 パ ン ク レ ア チ ン の たん 白消化作用へ の 影響とフ ォ リ ン 反応陽性物質 の 相関性

　試 料 中 に は ，フ t リ ン 反応陽性 物質が 存在す る こ とが 認め られ ，本物質 の 含量 と．L記 酵 素 活 性 fi的こ 変 動 が み られ る

可 能性 が あ る．そ ．二 て ，各 試 桝中の ソ
亡 リ ン 反 硫：陽 性 物質の 量 とバ ン ク レ ア チ ン の 残存 ブ μ テ ア

ーゼ 活佳 値 との 相関

性を検討 した （ドig，り，そ の 結果 ，（a ） カ ゼ イ ノ
ーフ ォ リ ノ 法 で 測 定 し た 場合，水溶｛生の ソ ォ リノ 反応陽性 物質は 酵

素 1謝生低
．
卜作 用 の 大 きい 試 料 （VIII，lx．xv など） て 多 く，活性 へ の 影響が 比較的・J・ さい 試料 Clv，xx な ど） て 少

な い こ と か 確 認 され た 、（b） カ ソ ブ法 て も同 し傾向が 確認され，それぞれ の 棺関係数を求め た と こ ろ， カ ゼ イ ソ
ーフ

ォ リ ソ 法 て 一一〇．844、カ ッ プ法 て 　一〇．709 とな り，負の 比較的高 い 相関係数が 得 られ た ． し た が っ て ，以下 の 酵素

盾性測定は 主 と し て カ ゼ イ ノ ーフ ォ リ ン 法 に よ る こ と と した，

　また，各試料を 花椒 （【
− V ）と山 椒 （V ［一．XIX ）と に 分け，

．
そ れ そ れ に っ い て 残存活性値 と フ ォ リ 1．反応陽性物質

含 量 と の 椙 関 性 （回 帰 直線 お よ び 相関係数）を 検討 し た とこ ろ，カ
．
ビ イ ソ L フ ォ リγ 法 で は 花 椒 が y・＝− 69・3x ＋66・5，

t
“
p
＝− O．997，山椒 が y ・＝　− 117．3x 十73．5，　rp

〒
− q．962 とい う結果が得 られた．

　3． プ ロ テ アーゼ 活性へ の 影響

　サ ン シ ョ ウ 添加に よ る酵素活性 の 低下が ，
パ ン ク レ ア チ ン の た ん 白消化作用 で認め られ た こ とか ら，

プ P テ ア
ーゼ
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　 　 　 0　　 　　 　　 　　 　　 0，3　 　　 　　 　　　 　 0、5　　 　 0　　　 　　 　　 　　 0．3　 　　 　　 　　　 　 9．5・
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 FDIln−Ciocolteou　Reogent−Pesittve　S凵bstunoes

Fjg，2，　Rclationship　betwcen　Fo且in−Ciocalしeau 　Reagent−Positive　Substances　in　Zanthoxylum

　　　 Fruit　and 　P［otco ］ytic　Activity　of 　Trypsin　and α
・Chymotrypsin

Correlation　coe 伍cient 　VI−XIX ；Trypsin − O．68且，　a ・Chymotrypsin− 0．901，

　 ．
Ix
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で あ る ト リ ノ

．
シ ン と a 一キ モ ト リ ソ シ ン と を 用 い て 検 討 した （Fig．2）． ト リ プ シ ン で は ，試料 IV，XIX （Ell

．
い 1試料）と

XX （犬 山椒）が llKlの 左 i：部，　 T，ll，f］1，V （花椒 ） が 右 1：部， 他 （［ll椒）が ド部に 集合 し
’
〔い る．また ，α

一
キ モ ト リ γ

シ ン て
．
｝よ試料・IV，XX が ！【1ヒ部，　 i，H ，lll．V が や は り右．1：部，他 が

．
卜部 に ほ ぼ 1 本の 糸泉．L に 果合 し て い る こ とが 認 め

られ た ・花 椒 （1〜V）で は ，フ
ォ リ ン 反応陽性物質力二多い 試 料 で も活性 を 50％ 以 トに 低 卜

’
させ る こ とは な か ．

） た ，
）ll椒 （VI〜XIX ）に つ い て， プ 卩 テ ア

ー一ビ 活性値と試料中の フ ォ リ ン 反応 陽性 物 質 との 問 の 相関性 （1【ll帰【r1：線，欄

関係数）は ｝ V フ

．
〃 て

．
y − − IOr・2x ＋ 66．1，　r

’
，

一 一〇．681
，

α
一
・azモ ］・　V ブ 〃 で y− − 92．1x ＋ 55．2

，
・
・
，
一一〇．901

で あ る，

　4．　サン シ ョ ウ の 各部位によ るパ ン ク レ アチ ン の た ん 白消 化 作用 へ の 影響

　
サ ソ シ ョ ウ は 一

般 に ，果皮，種 子 ，果柄 な ど か ら構成 され て い るが，J．P，　X で は 「果皮か ら種 子 を で き るだ け 除 い

た もの 」 と規定 され て い る P ．そ こ で ，サ ン シ ョ ウ に つ い て も，比較的強 い 活性低下 を 認め た 試料 XV を用 い て ，果

皮，種 子，果柄 お よ び 枝の 各部位 に 分別 し，各 々 パ ア ク レ ア チ ン の た ん 白消化作用 へ の 影響を調べ た （TABLE 　III），

その 結果・果 皮 で 活性低下が 最 も顕著に 認め られ，フ ォ リ ン 反応陽 性 物質も最 も多 く，種子 で は 活性をま っ た く低下

させ ず ，
フ

ォ リン 反応陽 性 物質の 量 も少ない こ とが認め られ た ．

　5．　サ ン シ ョ ウ 中の 精油量 と 酵素活性 の 相関性

　
サ ン シ ョ ウ 中の 精油と，パ ン ク レ ア チ ン の た ん 白消化作用 へ の 影響お よ び試料中の フ ォ リ γ 反応陽性物質の 量 と の

TABLE 　Hl．　 Effects　of 　Part　of 　Plant　of　Zanthoxylum 　Fruit（Sample　XV ）on 　Proteotytic　Activity

　　　　　　of 　Pancreatin，　and 　Folin−Ciocalteau　Reagent −Positive　Substances　in　Each　Part

Part　of 　p旦arlta ） Activityb）

　 （落）

　100．Od）

Folin−Cioca］teau 　Reagent−Positive
Sunstabces（optical 　density）c ）

ControlPericarps

SecdsPcduncles
　and 　twigs

25．1
翌00．327

．9

0．6060
．1330
．503

a ） Five　mg 　of　a　sample 　was 　added 　per　tube，
b ， was 　determined　by　Case加一Folin　method ．　Each　value 　represents 　the　relative　remaining 　activity

　 傷 ），
c 〕 was 　determined　by　eptical 　 density　 at 　66011m．
d ） Each 　value 　represents 　the 　averag 舜of 　3　samples ．
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．
3．　 Relationship　between　Proteolytic　Activity　of 　Pancreatin　and 　Volatilc　Oil　Content　from

　　　　Zanthoxylu 血 Fruit
Enzyme 　activi吐y　was 　determined　by　Casein−Folin　method ．アp ；correlation 　coe 伍 cient ．　Corre！ation

coeMcient 　I−V ；
− 0．950　VI−XIX ；

− 0．880

Fig．4．　Relationship　betweon　Volatile　Oil　Content　and 　Folin−Ciocalteau　Reagent−Positive　Sub・

　　　　stances 　in　Zanthoxylum　Fruit
厂
p ；correlation 　coe 伍cien し Correlation　coeMcient 　1−V ；0．962　VI−XIX ；0．920．
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間に 相関性が 認め ら凄1 るか ど うか を 険討 した （Fig．3，　Fig．4）．　 Fig．3 に 示す よ うに ，精油含量 の 多い 試料で は酵素活

性 を強 く低 卜
1
させ ，精油の 少 な い 試料で は 活性 に

，

J
’・k る 影 響 も小 さい こ とが 認 め られ （相関係数 一

〇，854），ま た ，

Fig、4 に 示 す ．k う に ，精油 の 多い 試料て
’
は 水 溶性 の ソ ォ リ ノ 反応陽性物質 も多 く存在 し て い る こ とが 認め られ た （相

関係数 0・939），さ らに ，種了
・
の 視 入 が 嵜しい 試料 （IV，　xvrr，　XIX ） で は 本物質の 量 も少な く，精油含量もお ず か て ，

した が っ て 繕 亅生に ワえ る 影 響も小 さい こ とが 認 め られ た，

　6．　精油成分の ガス クロ マ トゲ ラ 7 イ
ー

　TABLE 　m で ，精油成分 の 最も多い 果皮 で 活性 の 低
『
ドが 強 く，また，　 Fig．3 に 示す よ うに ，試料中の 精油含量 と残

存酵素活性値 との 間 に 相関 性 が 認め られ た こ とか ら ，
サ ン シ ョ ウ 中の 精油の ブ 卩 テ ア ーゼ 活性 に お よ ぼ す影響 に つ い

て 検討 した．各試料か ら抽 出 した 精油を パ ア ク レ ア チ ン に 添 加 した が ，
プ ロ テ ア ーゼ 活性 の 低下 は ほ とん ど認 め られ

なか っ た，し た が っ て ，精 油自体が 活性を 阻害す る 物質 で は な い こ とが 認 め られ た が，精油含量 と活性低下作用 との

問に 何 らか の 関連性があ る こ とが考え られ る．また ， 山 椒 と花椒 とを 比 較す る と，同 じ精油含量 で あ っ て も花椒の 方

が 若干活性低下作用が小 さ い 二 と も認め られ た （Fig．3）、

　従来，山 椒の 精油成 分に つ い て は Sakai ら
6》を は じめ ，多 くの 研究報告が あ る が ，花椒は わ が 国 で の 需要が 新 しい
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Fig．5．　 Gas 　Chromatograms 　of 　Velatile　Oil　frem　lanthoxy’um 　Simula転ce　HANcE

Column ： 2％ PEG20M 　on 　Chromosorb　W （AW −DMCS ）100〜120　mesh ，3mm ×

3m ；column 　temp ，1lemperature 　isothermaL　at 　50°for　10　min 　then　programmed
at　5°per　minute 　to　20（P　and 　run 　isothermal　there 　after ；detector　oven 　tcmp ，：230°

；

injection　port　temp ．： 230°

；range ：512 × 0，01　V ；sensiこivity：103MΩ ；samplo 　sizc ：

3 μL
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TAB ■ EIV ．　Chemica 【Cc》nstitucnts 〔，f　Vo ［a ユile　Oil　l
噛
r｛｝m

　　　　　 Z ‘m 〃lo．v丿・ノu ’〃 ∫”nulan ‘で HANCE

Pcak　No ．　ill　Fig．5

　 　 　 　 「

　 　 　 　 2

　 　 　 　 3

　 　 　 　 4

　 　 　 　 5

　 　 　 　6
　 　 　 　 7

　 　 　 　8

　 　 　 　 9

　 　 　 10

Cempounds

a −pinene
sabin ¢ ne

nlyrceneIimonene

，1，8−cineol

β・phellandrene
linaloo［

isopulegol
terpinene −4−oI

α
一ユerpineol

piperitone

た め ， そ の 精油成分に つ い て の 研究は安田らの 報告
7）

があ るの み で あ る．そ こ で ，今回 収集 し た サ ン シ ョ ウ 試料 の う

ち，花椒 に つ い て 品 質評価 の一環と し て
， ガ ス ク ロ マ ト グ ラ フ ィ

ーに ょ る精油成分の 検索を安田 らの 方法
7 ）

を 用 い て

行 っ た （試料 1〜IIIの ガ ス ク ロ マ トグ ラ ム を Flg5 に 示す）．そ の 結果，外観，性状等が ほ ぼ同
一

の 花椒 で あ っ て も，

含有成分量 に か な りの 差が あ る こ と が 明 らか とな っ た．す な わ ち 1 は limonene ，　isopulego！を ，
　II は sabinene

， β一

phe】landrenc を 8 ）

，　また III は isopulegolをそれぞれ主成分 と して い る こ とが 認め られ た．そ の ほ か に cr−pinene，
lnyrccne ，　lina］ool な どが・各試料中 に 含 ま れ て い る こ とが 認 め ら．｝〔た ．い ずれ も「1木産 山 椒 とは 異 な る パ ターン を示

した が ，試 料 T は 安 田 らが 述べ て い る 「花椒 1級 品 」 と ， 試 料 II は 「花椒 2 級品〕と類似の 精油成分 を f硝 して い

る こ とが 認 め ら れ た．しか 1、，試料 1 と IJは 採取年度が 異な る が ，入手経路，品質等が同等 と し て 取 り扱わ れ て い

た もの て あ る．試 料 m の ガ ス ク 卩 マ ．トグ ラ ム は 1，II と異な る．バ ク ーン を示 し た．さらに ，試料 V に つ い て 検討 し

た と 二 ろ ，その ガ ス ク ロ マ ト グ ラ ム は 1 とほ と ん ど同一
の パ タ

ー
ン を示 し，形状 も近似 し て い た ． よ っ て ，試料 V

は 和歌 山 産の 山椒 て あ るが，花椒に 極め て 近縁 の もの で あ る，こ の こ とか ら，我 国 に お い て も花椒 と基源 を 同 し くす

る植物 が 栽 培され，生薬 の 生産 に まで 至 っ て い る もの と 考え られ る
91．

考察および結論

　 サ ン シ ョ ウ は 品種が豊富で ，従来 の 国内生産品 に 加えて 輸入品．も多 く市場 に 流通す る よ うに な っ た．また，サ ン シ

ョ ウは 消化酵素剤に 配合され る こ とが 多 く，酵素 活 性 に お よぼ す影響 も考慮す る 必 要が ある た め ，酵素活性へ の 影響
と各種 サ ン シ ョ ウ の 品 質に つ い て 検討 した。

　Fig・1・Fig・2 で ，
パ γ ク レ ア チ ン お よ び プ ロ テ ア

ー
ゼ で ある ト リ プ シ ン お よ び a一キ モ ト リ プシ ン を用 い て ，各種

サ ン シ ョ ウ 中の フ ォ リ ン 反応陽性物質の 量 と残存ブ 卩 テ ア ーゼ 活性値との 相関性を調ぺ た とこ ろ，山椒 と花椒に 分別

した 場合，こ の 相関は 顕著 に 認め られ た．試料中の フ ォ リン 反応陽性物質が同等 の 場合，山椒 よ り も花椒 の 方が活性

に 与え る影響が 小 さ い こ とも試め られ た．こ の こ とか ら，花椒 の 方が 生 体酵素へ の 影響は 少な い よ うに 思える ．ま た ，
サ ン シ ョ ワ を 消化酵素 に 配合 ， あ る い は 同時に服 用 す る際は ， 酵素の 活性，効果を考え て ， 花椒ま た は

「
ノ ォ ゾン 反応

陽性物質含量 の 少な い 山 椒を 選ぶ 方が よい と思 わ れ た ．しか し，花椒 に 山椒 と同程 度 の 薬効が 期待 で きる か どうか
，

また，本物質の 少な い 山椒は 一般 に古い もの が 多 い こ とな どの 問題点があり， 今後さらに 検討す べ ぎ必要があ る．

　サ ン シ ョ ウの 構成部分の うち，プ 卩 テ ア ーゼ 活性を最も強 く低下 させ た の は 果皮 で あ っ た （TABLE 　III）が，果皮

に は 精湘成分が 多い ．精油自体 が 阻害の 原因物質 で は ない こ とを 確認して い る が ，
Fig．3，　Fig．4 で，サ ソ シ ョ ウ中

の 精油 含量 と，ゾ ロ テ ア ーゼ 残存活性値 お よ び フ
ォ
・り

’
Z 反応陽性物質含量 との 間に 比較的高 い 相関関係が 得られ た こ

とか ら，精油 と こ れ ら 2者 の 間 に は 何 らがゐ関連性が あるもゐと恵わ れ る．こ の こ とか ら，
・一．

サ ソ シ ョ ウ 中 の フ
ォ リ ソ

反応陽性物質の 量を測定す る こ とは ， 消化酵素 に 配合し た場合の ， サ ソ シ ョ ウの 酵素活性 に ケえ る影響 と精油含量を

知 る上 で ， 極め て 簡便 で有意義な品質評価の 一手段 に な る と思わ れ る ．さ らに ，反応陽惟 物質の 測 定法 と酵素活性 阻

害の 測定法 などを多角的に 組 み 合わ せ て ， 将来，サ γ シ ョ ウ の 品種 の 分類， 新鮮度などの 判定 の 目安 とし て応用 で き
る もの と考えられ る．

　各種 サ ン シ ョ ウ試料中の 精油成分 の ガ ス ク ロ v ト グ ラ フ ィ
ーに よ る検討 （Fig．5）か ら花椒 と山 椒 とで は そ の 成分 に

（42旦）
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顕荘な 差 が 認め られ た こ と か ら ，両種 の 生薬は 品質的 に 異 な る もの で ある と思わ れ る．安 旧 らは，花椒 の 種類が ガ ス

ク 卩 マ トグ ラ ム の パ タ ーン か ら 2種 類 に 分類 され た と報告して い る が 7｝

， 著 者らの 検討で は 数種 に 分類 され る こ とが

推察 された ，　した が っ て ，多種類 の 花 楸 が市場 に 出同 っ て い る可 能性が あ る．　ま た ，試 料 V に み ら れ た よ うに ，日

本産 の lll椒 中に も ll
．
1国産 花椒 と同 様の 形状，成 分 を示 す もの が 認め られ た こ とか ら，今後，花椒は 国内に お い て も栽

培，生産が 広 ま る こ とが 予測 され る、その ため ， その 取 り扱 い は もとよ り，客観的な品質評価法 も早急に 確立 され る

必 要が あ る と考 え る，な お ，花 椒 に つ い て は ，今後 さ ら に 薬効的，品 質的 な 検 討 をIRIね る必 要が あ る，
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